
将来像の実現に向けた新たな視点

2050年に向けた｢ぐんま５つのゼロ宣言｣における自然災害による死者｢ゼロ｣や、 ｢群馬・

気象災害非常事態宣言｣を踏まえ、気象災害の新たな脅威にしっかりと対応できる 「災害レジ

リエンスNo.1｣の実現に向け、ハード・ソフトが一体となった防災・減災対策をこれまで以

上に一層加速させます。

１ 2050年に向けた「ぐんま５つのゼロ宣言」・｢群馬・気象災害非常事態宣言｣

２ ぐんまSDGsイニシアティブ ～SDGs先進県に向けた決意宣言～

ＳＤＧｓの理念は、山本県政の目標である
「県民の幸福度向上」を目指すことと軌を一
にするものです。

また、ＳＤＧｓは単なるコンセプトではな
く、既に世界の潮流であり、民間企業でも、
ＳＤＧｓの理念に基づくＥＳＧ経営※に取り
組むことが一般的になってきています。

そこで、人口減少・超高齢化など社会的課
題の解決と持続可能な地域づくりに向けて、
市町村、企業、大学、ＮＰＯ、県民等と一体
となってＳＤＧｓを推進するため、「ぐんま
ＳＤＧｓイニシアティブ」を発信します。

ぐんまSDGsイニシアティブ ～SDGs先進県に向けた決意宣言～

持続可能なまちづくりの実現に向け、県土整備プランに掲げた多様な政策や施策を、県民

の皆さんをはじめとする地域づくりを担う多様な主体と連携しながら、ＳＤＧsの達成に向け

て着実に推進していきます。

2050年に向けた『ぐんま５つのゼロ宣言』
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将来像の実現に向けては、「社会資本整備を取り巻く変化の見通し」とともに「ぐんま５

つのゼロ宣言」や「群馬・気象災害非常事態宣言」、「ＳＤＧｓ」などの本県の現状を踏ま

え重点的に取り組むべき新たな視点も取り込みながら、社会資本整備を進めていきます。
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※ 用語の意味については、Ｐ144～Ｐ151の用語解説をご覧ください。


